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日本基督教団石神井教会 2026 年 1 月 25 日 

【旧約聖書日課】申命記 30章11～15節 

11わたしが今日あなたに命じるこの戒めは難しすぎるものでもなく、遠く及ば

ぬものでもない。12それは天にあるものではないから、「だれかが天に昇り、わ

たしたちのためにそれを取って来て聞かせてくれれば、それを行うことができる

のだが」と言うには及ばない。13海のかなたにあるものでもないから、「だれか

が海のかなたに渡り、わたしたちのためにそれを取って来て聞かせてくれれば、

それを行うことができるのだが」と言うには及ばない。14御言葉はあなたのごく

近くにあり、あなたの口と心にあるのだから、それを行うことができる。 

15見よ、わたしは今日、命と幸い、死と災いをあなたの前に置く。 

【使徒書日課】ペトロの手紙一 1章3～12節 

3わたしたちの主イエス・キリストの父である神が、ほめたたえられますよう

に。神は豊かな憐れみにより、わたしたちを新たに生まれさせ、死者の中からの

イエス・キリストの復活によって、生き生きとした希望を与え、4また、あなた

がたのために天に蓄えられている、朽ちず、汚れず、しぼまない財産を受け継ぐ

者としてくださいました。5あなたがたは、終わりの時に現されるように準備さ

れている救いを受けるために、神の力により、信仰によって守られています。6

それゆえ、あなたがたは、心から喜んでいるのです。今しばらくの間、いろいろ

な試練に悩まねばならないかもしれませんが、7あなたがたの信仰は、その試練

によって本物と証明され、火で精錬されながらも朽ちるほかない金よりはるかに

尊くて、イエス・キリストが現れるときには、称賛と光栄と誉れとをもたらすの

です。8あなたがたは、キリストを見たことがないのに愛し、今見なくても信じ

ており、言葉では言い尽くせないすばらしい喜びに満ちあふれています。9それ

は、あなたがたが信仰の実りとして魂の救いを受けているからです。 

10この救いについては、あなたがたに与えられる恵みのことをあらかじめ語っ

た預言者たちも、探求し、注意深く調べました。11預言者たちは、自分たちの内

におられるキリストの霊が、キリストの苦難とそれに続く栄光についてあらかじ

め証しされた際、それがだれを、あるいは、どの時期を指すのか調べたのです。
12彼らは、それらのことが、自分たちのためではなく、あなたがたのためである

との啓示を受けました。それらのことは、天から遣わされた聖霊に導かれて福音

をあなたがたに告げ知らせた人たちが、今、あなたがたに告げ知らせており、天

使たちも見て確かめたいと願っているものなのです。 
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【福音書日課】マルコによる福音書 1章21～28節 

21一行はカファルナウムに着いた。イエスは、安息日に会堂に入って教え始め

られた。22人々はその教えに非常に驚いた。律法学者のようにではなく、権威あ

る者としてお教えになったからである。23そのとき、この会堂に汚れた霊に取り

つかれた男がいて叫んだ。24「ナザレのイエス、かまわないでくれ。我々を滅ぼ

しに来たのか。正体は分かっている。神の聖者だ。」25イエスが、「黙れ。この

人から出て行け」とお叱りになると、26汚れた霊はその人にけいれんを起こさせ、

大声をあげて出て行った。27人々は皆驚いて、論じ合った。「これはいったいど

ういうことなのだ。権威ある新しい教えだ。この人が汚れた霊に命じると、その

言うことを聴く。」28イエスの評判は、たちまちガリラヤ地方の隅々にまで広ま

った。 

主イエスの教えを聞く【こども説教のために】 

主イエスは、神の国の福音を人々に教え始められたとき、まずガリラヤ湖

に行かれて四人の漁師を弟子とされました。その彼らと最初に過ごされたの

は、カファルナウムという町です。そこには、弟子となった漁師の兄弟、シ

モンとアンデレの家があったのです。主イエスは、その家に身を寄せて、こ

れから始めようとしている宣教の旅の計画を弟子たちと相談されていたのか

もしれません。けれども、その家に引き籠っていたわけではありません。安

息日には、町の人々が集まる会堂に行かれて、礼拝に加わられたのです。 

安息日に会堂に集まり、礼拝に加わるのは、ユダヤ人の主イエスにとって

当たり前のことでした。安息日は、金曜日の日没から始まり、土曜日の日没

まで続きます。安息日の朝には皆、会堂に集まって礼拝をしました。キリス

ト教会の礼拝のように、讃美が歌われ、祈りがささげられ、聖書が読まれ、

聖書が説いて教えられるのです。聖書を朗読したり、説いて教えたりするの

は、決まった人がするのではなく、だれもが交代でしました。特に旅人のよ

うにたまたま来た人がいれば、その人に教えを語ってもらうこともあったよ

うです。カファルナウムの会堂で礼拝に加わられたとき、主イエスも、お教

えになられたのです。 

それは、人々が今まで聞いたことのないような教え方だったといいます。

権威ある者としてお教えになった、と伝えられています。その権威は、汚れ

た霊に取りつかれた男にも分かることで、汚れた霊は主イエスのことを「神

の聖者」とさえ呼んだのです。 

神の聖者である主イエスは、わたしたちの教会堂にもおいでくださって、

お教えくださっています。見えなくても、耳を澄ませて、ここで、権威ある

者としてお教えくださる主イエスの御声の響きをお聞かせいただくのです。 
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汚れた霊 

先週の月曜日は、朝から夜まで一日の研修に参加してきました。北支区の

教師研修会で、支区内教会の牧師や伝道師らが対象の研修です。聖書翻訳に

ついての研修で、日本聖書協会の方や翻訳に携わられた聖書学者の講演、他

の教会の牧師の発題などを聞き、デスカッションをするというプログラムで

す。牧師は、普段の教会では聞く側に置かれることが少ないので、このよう

な研修は貴重な機会です。何か新しい知識を身に着けたということではなく、

ひたすら聞くことによって、自分の中で淀んでいた考えや知識が撹拌され、

リフレッシュされたように思えるのです。 

日曜日の礼拝で、わたしたちは、讃美を歌い、祈りの言葉を唱え、また聖

書を開いて読んだり、静かに心の内で祈ることもあるでしょうが、何よりも

聖書の朗読を聴き、御言葉に耳を傾けようとしています。牧師が語る説教を、

何かキリスト教に関する講義のようにお聞きになられている方もあるかもし

れませんが、わたしたちは、説教の語られるときに、一人ひとりが神の御声

の響きを聴きとり、御言葉を受けとめようとしているのです。牧師の語るこ

とに納得するときも、そうでないときも、語られる言葉に耳を傾け、受けと

めるとき、その言葉は、一人ひとりの心の内にある思いを動かし始めます。

自分の中にあった考えを引き出させ、凝り固まっていた思考を、もう一度組

み立て直させるように働くのです。そのとき、わたしたちの心が神のほうに

向いているならば、わたしたちは、確かに神の御声の響きを聴くことになる

のでしょう。聖書の言葉が、神の御言葉として聞かれるのです。そうなるこ

とを願いながら、牧師は、司式をし、説教を語っているのです。 

主イエスは、人々の前で権威ある者としてお教えになった、と言います。

わたしたちは、専門家という権威に弱いところがあります。権威筋から聞い

たことを、そのまま鵜吞みにして信じてしまうことも少なくないでしょう。

もちろん、主イエスの教えを権威筋の教えとしてまっすぐ受けとめることは、

悪くないかもしれません。世の中の専門家を名乗る権威筋よりは、ずっと信

頼できるお方なのですから。けれども、主イエスが権威ある者としてお教え

になられたというとき、それが専門家として教えられた、という意味だった

とは思えません。律法学者のようにではなく、と言われているからです。律

法学者のような専門家としてではなく、権威ある者としてお教えになられた

のです。 

それは、わたしたちの中に働く汚れた霊をあぶりだすような教えとして語

られた、ということなのかもしれません。わたしたちの内で隠れて潜伏する

ように居座っている汚れた霊です。その汚れた霊が、黙っていられなくさせ

るのです。「かまわないでくれ」と、動き出させるのです。 
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神の聖者 

汚れた霊がわたしたちの中で働いている、などと言うと、「失礼な」と思わ

れる方もあるかもしれません。「自分は、汚れた霊に取りつかれたりしていな

い」と。そう思える方は、幸せです。けれども、汚れた霊など少しも無い、

と言えるような者が、果たしてどれだけいるのでしょうか。 

子どものときから通っていた母教会では、教会学校で育った子どもたちが

高校生になると、教会学校の奉仕者となるように声が掛けられていました。

わたしも、仲間たちと一緒に奉仕に加わり、先輩の奉仕者のもとで、それほ

ど年齢の違わない子どもたちを相手にするようになりました。しかし、高校

生ですから、何か特別な訓練や教育を受けたわけでもありません。子どもた

ちとどのように接したらよいのか、先輩の振る舞いを見て、真似るばかりで

す。何とも頼りない奉仕者です。それでも、先輩たちは、高校生の奉仕者た

ちのことを、特に指導するわけでもなく、黙って見守ってくれていました。

ただ、時折、「子どもというものは、こういうものだ」ということを、さりげ

なく教えてくださるのです。人の言うことをあまり聞かない高校生だったわ

たしですが、ある年配の奉仕者が繰り返し言われていたことだけは、心に留

まり続けてきました。いわく、「子どもだからといって、天使だなんて思って

はいけない。子どもたちの中にも、悪魔が働いているのだから」と。もちろ

ん、子どもたちを悪魔のような存在として見る、ということではないでしょ

う。子どもたちと向き合うには、その子の中にも働いている悪魔と向き合う

必要がある、ということなのでしょう。 

福音書に描かれる「汚れた霊」は、「浄化されていない霊」という意味です。

「カタルシス」という言葉の元になった用語が使われています。「カタルシス」

の原語は、人の中に淀み溜まって悪さをしているものを排出してすっきりす

る、という意味で用いられていた用語です。もっとはっきり言うと、腹の具

合が悪くなったときに、嘔吐したり下痢したりして出すことですっきりする、

という意味で用いられていた用語です。それができていない状態が、「汚れた

霊に取りつかれている」ということです。うまく胃腸が働かなくて、出すも

のを出せなくなっているのです。 

そこに働きかけてくださるお方として、主イエスはおいでくださいました。

もちろん、内科医としてではありません。霊的な神の聖者として、です。わ

たしたちの心の中、頭の中で淀み、溜め込まれ、うまく処理できなくなって

いることがあるでしょう。それを放っておけば、その人はいつまでも不調を

訴え続け、苦しみ続けるでしょう。それを他人に訴え、投げつけるかもしれ

ません。しかし、そのお方は、お語りくださるでしょう。わたしたちの内に

お働きくださり、凝り固まった汚れを、出て行かせてくださるのです。 


